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	スライド番号 1
	　現在は救急救命士として現場の第一線で活動する傍ら、名古屋市立大学大学院医学研究科で研究に取り組んでいます。昨年度からは主に学部1年生を対象とした「キャリアデザイン（実践編）」の講師を務めています。�講義では私自身の救急救命士としての経験や、海外での救急救助活動、大学院での研究活動といったキャリアパスを提示しながら、学生たちが自身のキャリアを具体的にイメージし、言語化する力を育むことを目指しています。�救急救命士は社会の裏方であり、現場では社会の厳しさや理不尽さを目の当たりにすることも少なくありません。人生においては、思いもよらず躓いてしまう時もあるでしょう。そのような不測の事態を事前に想像し、心の準備をしておくことは、ワークキャリアを歩む上で小さくない備えになると考えています。講義では、困難を乗り越え「一皮むけた経��験」といった話に加え、そうした実体験から得た教訓も交えつつ、医療現場でのコミュニケーションスキル（SPIKESモデル）、自動車の運転に例えた危険感受性、「ジョハリの窓」による自己分析も取り入れ、学生が主体的に将来を考えるきっかけ作りを意識し構成しました。�講義を通じて、学生たちが頭を捻りながら自身の将来について学友と語る姿に触れることは、私にとって大きな喜びであり、やりがいを感じる瞬間です。キャリアの光だけでなく影の部分も伝え、困難に立ち向かう力を養うことの重要性を、TEEPで培われた実務家教員としての視点から問い続けていきたいと考えています。TEEPで学ぶ皆様、そしてこれから学ぼうとされている皆様も、ぜひご自身の経験を社会に還元し、次の世代を育成するという新たなキャリアに挑戦してみてはいかがでしょうか。�　　　　　　　　（東海市消防本部　木下　拓也）�

